
















































































































































































































たときにも、彼は同様 植物 モチーフ 用いている。それを取り囲む三羽の孔雀はその植物 茎とほとんど何の関係も有しておらず、まして、その表'紙と内容とのあいだに何らかの関連を見い出すのは一層困難である。マクマ
lドウはその表紙を彼の装飾の才能を誇示
するために用いている 過ぎず、当時人気 あったモ ーフと、そのときもっとも自分の意に適った構成 をまったく自然なかたちで組み合わせたのであった。」
「開様の植物のモチーフ」とはマクマ
iドウが当時一アキスタイル・
デザインなどで多用していた、やはり揺れ動くような植物模様をさす。マドセ は「レンのシティ・チャーチ」の表紙(扉絵も向一デザイン)に一一一羽の孔雀を見た。左右に二羽、そして多分、渦巻く曲線群の下端部に、横たわるもう一羽の孔雀を見つけた。つまり、横献する孔雀の羽が揺れ がら植物 葉 変わって上昇するメタモルフォシス的イメージとして捉えたのであろう。だが、そうであるならば、植物のモチーフとそれを取り囲む三羽の孔雀!なかでも植物と一体化したような一羽i がほとんど何の関係も有していない
という判断は理解し難い。また、その表紙と書物の内容との関連を見出すのは困難だという断定も、いささか軽率な推断である。
マドセンがいう「当時人気のあったモチーフ」とは孔密である。
























































く見ることにな 特徴 、いくらか 気ままさあるいは虚勢をもって扱われた大自然に由来する非相称的な火炎状のかたちと、過去とのいかなるつながりをも受け入れることの拒否 ある。」
ペヴスナーはそこに一一一羽の孔雀ではなく、二羽の若雄鶏を見た。














































て「雄鶏説」を打ち出 理由は マドセン 孔雀 に対する反論以上のものではない。ベヴスナ
lが意図したのは、多分、単に
































うやく倍統的な図像学 水準に達した。厳密に記す らば、マドセンおよびペヴスナーによる解釈は、国像 解釈とはいってもイコノグラフィ
l
以前の記述なのである。マドセンによる解釈は、テーマ




























































































































































































































































































指摘していないもうひとつの重要な側面がある。それは向蓄がレンのシティ・チャーチの危機に際して企画された出版物であり、その一扉絵の火炎状のものは工ハ六六年 大火の炎であると問時に、焦土と化した街にその後輿を象徴するかのように陸続と建設されて以来二世紀ものあいだロンドン スカイラインに固有 性格を与えてきた聖堂群を脅かす新たな破壊の波で ある、とい ことだ。扉絵ではその名を明記したひと続き リボンとして表現されたレンのシティ・チャ
i
チは、不死鳥の都市にいま若芽のように生じているだけでな
く、二世紀を経て、十九世紀末の都市再開発の波に押し流されようとしているのでもある。それはブレイク 「無心 歌」の幼な克のようにいま産声をあげた新しい命であると同時に、「ロスの書」のロスのように物質、王義 暗黒の炎に包まれ 詩神でもある だ。
アール・ヌ!ヴォ!の黒い曲線に目隠しされていたのはベヴスナ!



























の研究にお ては非常に重要な位置 占めている。既に述べたように、その成立と展開に関わったデザイナーたち以上 そ 研究に携わった人々が歴史掠式から 離脱というその一特性を重視し、アール・ヌ!ヴォ
i
は何よりもひとつの新様式として捉えられ、様式史
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